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原子核のβ崩壊の素過程は、ニュートリノ,エレクトロンを生成する流れと原子核

内でのu,dクォークの遷移する流れの相互作用である。原子核のβ+とβ—崩壊強度

からクォークの質量差～2MeVを見ることができないだろうか。本研究では質量数

20体系の鏡映対20F核、20Na核のβ-、β+崩壊の角度分布の比較を行った。その比

較によりクォークの質量差を反映する第二種弱核子流（誘導テンソル項）の結合定

数を議論する。


